中央公園ファミリープール機械警備業務仕様書

１　施設名

　中央公園ファミリープール

２　警備業務を行う時間（標準）

	区　　　分
	警　備　時　間

	開　　庁　　日

（ファミリープール開園期間を除く）
	１７：１５～翌８：３０

	ファミリープール開園期間中の開庁日

（７月１日～８月３１日）
	１８：００～翌８：３０

	閉　　庁　　日

土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定

された休日（ファミリープール開園期間を除く）、

及び１２月２９日～翌年１月３日
	全　　日

８：３０～翌８：３０


　　　ただし、緊急を要する場合は、この限りではない。

３　業務内容

（1） 　乙は、施設に機器を設置し、自社の警備受信装置に結線するものとする。

（2） 　乙は、警備期間中は常に当該警備受信装置を監視し、警備の万全を図るものとする。

（3） 　乙は、警備受信装置等により異常の発生を覚知したときには、直ちに緊急要員を当該現場に急行させて必要な処置を講ずるとともに、状況に応じて警察、消防及びあらかじめ甲が指定する者への連絡を行なうものとする。

４　設置機器（標準仕様）
	機　　器　　名　　称
	個　数
	適　　　　　　　　用

	コントローラ
	４個
	

	エリアカードリーダ
	１個
	

	ＤＸモニター
	１個
	

	ボーダー
	１２個
	

	ＩＳＤＮ回線ユニット
	１個
	

	フラッシュライト
	１個
	

	マグネットセンサー（パールグレー）
	９８個
	

	インフラレッドセンサー
	１２個
	

	空間センサー（スポット型）
	１個
	

	ポインタ
	４個
	

	パワーユニット
	４個
	

	火災移報リレーボックス
	１個
	

	シャッターセンサー
	１０個
	

	振動センサー
	２個
	

	金庫センサー
	２個
	


　　　設置機器の変更を要する場合には、事前に甲及び乙が協議するものとする。

５　保守点検

（1） 　乙は、設置した機器類の正常な機能を維持するために、当該保守点検を１か月毎に１回以上行なうものとする。
（2） 　乙は、警備期間中に乙の責めに帰すべき理由により警備機器類が作動不能になった場合には、直ちに代替警備対策を講じるものとする。

（3） 　契約解除の場合には、乙は速やかに現状に復するものとする。

６　鍵の預託

　甲は、警備上必要な鍵を乙に預託する。また、乙は、機械警備の作動・解除に必要な鍵を甲に預託するものとし、甲乙ともに預託された鍵の管理を厳重に行なうものとする。
７　業務施行の留意事項

　当該警備業務の従事者は、常に乙の従業員であることを明示する名札及び衣服を着用するとともに、身分証明書を携行しなければならないものとする。

８　報告事項等

（1） 　乙は、あらかじめ甲に対して業務責任者及び従業員の住所氏名を報告するものとする。また、当該住所氏名等に変更がある場合には、速やかにその旨届出るものとする。
（2） 　公益財団法人広島市みどり生きもの協会委託契約約款第６条に定める委託業務実施計画書は、年間計画書として契約締結後速やかに提出し、甲の承認を受けるものとする。

（3） 　公益財団法人広島市みどり生きもの協会委託契約約款第１２条に定める委託業務実施報告書は、月間報告書として当月分を翌月の１０日まで（３月分は３月３１日まで）に提出し、甲の確認を受けるものとする。

９　費用負担等

（1） 　乙が施設に配置する警備機器の運用に必要な電気料は、甲の負担とする。

（2） 　その他、通線工事、警備機器（取付調整を含む）、専用電話回線その他の業務施行に係る経費は、全て乙の負担とする。

１０　損害賠償

　乙は、当該業務の施行に際して、その責めに帰すべき理由により甲又は第三者に対して損害を与えた場合には、その賠償の責を負わなければならない。
１１　その他

　この仕様書に定めのない事項、または疑義を生じた場合には、甲及び乙が協議して必要事項を定めるものとする。
